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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第１四半期連結
累計期間

第12期
第１四半期連結
累計期間

第11期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 661,908 823,619 4,076,404

経常利益又は経常損失（△） （千円） △13,203 △1,607 400,625

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失

（△）

（千円） △23,341 315,652 120,848

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △58,208 315,652 163,463

純資産額 （千円） 2,972,557 3,508,377 3,193,096

総資産額 （千円） 4,145,458 4,419,981 4,721,271

1株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期

純損失（△）

（円） △16.23 219.60 84.04

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 71.7 79.4 67.6

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期

連結累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半

期（当期）純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。

４　第11期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純

損失金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また第12期第１四半期連結累計期間

及び第11期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（セブンシーズホールディングス㈱）、子会社５社により構成

されており、フィナンシャルソリューション事業、メディア＆マーケティング事業、カードソリューション事業を主

たる業務としております。

　当第１四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。

＜フィナンシャルソリューション事業＞

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜メディア＆マーケティング事業＞

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜カードソリューション事業＞

　平成27年６月に、当社子会社であったモバイル・コマース・ソリューション㈱の株式を譲渡したことにより、カー

ドソリューション事業から撤退しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変

更があった事項は、次のとおりであります。

　平成27年６月に連結子会社であったモバイル・コマース・ソリューション株式会社の全株式を譲渡し、連結の範囲

から除外したため、前事業年度の有価証券報告書に記載した「⑥タクシー事業について」は消滅しております。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりです。

相手の名称 契約内容 契約日 実施日

㈱モバコマ 株式譲渡契約 平成27年６月９日 平成27年６月18日

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

 当第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日)における我が国経済は、政府による経済政

策や日銀の金融政策を背景に、企業業績の改善、設備投資の回復が見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しまし

た。
 
　このような環境のもと、当社グループにおきましては、各事業において事業基盤の整備・拡充、ならびに各事業

領域における競争力強化、収益性向上に鋭意取り組み、より付加価値の高いサービス、ソリューションの創出とお

客様へのご提供を積極的に図ってまいりました。この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における連

結売上高は823百万円（前年同四半期比24.4%増）となりました。
 
　セグメントの業績は、次のとおりであります。
 
〔フィナンシャルソリューション事業〕

　当事業は、セブンシーズ債権回収㈱、セブンシーズ・アセット・マネジメント㈱及びセブンシーズフィナン

シャルソリューションズ㈱から構成されております。

　セブンシーズ債権回収㈱は、債権管理回収業に関する特別措置法に定める債権回収会社として、債権の買い取

り及び回収業務を行っております。また、セブンシーズ・アセット・マネジメント㈱は不動産売買などを行った

結果、当第１四半期連結累計期間のフィナンシャルソリューション事業の売上高は530百万円（前年同四半期比

270.8%増）となりました。
 
〔メディア＆マーケティング事業〕

　当事業は、㈱インターナショナル・ラグジュアリー・メディアから構成されており、出版広告や印刷の受託業

務をはじめ、雑誌及びコンビニエンスストア向けの企画商材の販売等を行っております。

　コンビニエンスストア向け商材の委託は堅調に推移したものの、取扱雑誌の広告代理店業務に関して一部契約

内容の変更により、これまで収益及び費用は総額表示しておりましたが、純額での表示に変更したことにより、

当第１四半期連結累計期間のメディア＆マーケティング事業の売上高は116百万円（前年同四半期比66.4%減）と

なりました。
 
〔カードソリューション事業〕

　当事業は、モバイル・コマース・ソリューション㈱から構成されており、同社は、主にタクシー会社向けの

カード決済端末サービスを提供しております。

　サービス利用にかかる契約料、取扱高等が堅調に推移した結果、当第１四半期連結累計期間のカードソリュー

ション事業の売上高は175百万円（前年同四半期比3.2%増）となりました。

　なお、平成27年６月に、当社子会社であったモバイル・コマース・ソリューション㈱の株式を譲渡したことに

より、カードソリューション事業から撤退しております。

 

　損益面につきましては、営業利益は0百万円（前年同四半期は営業損失10百万円）となり、支払利息の計上等に

より経常損失は1百万円（前年同四半期は経常損失13百万円）となりました。また、関係会社株式売却益を計上し

たことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は315百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純

損失23百万円）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間においては、該当事項はありません。

 

(4）従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、当社子会社であったモバイル・コマース・ソリューション㈱の株式を譲渡

したことにより、カードソリューション事業から撤退しております。これに伴い、カードソリューション事業の従

業員数は、０名となりました。

 

(5) 主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、当社子会社であったモバイル・コマース・ソリューション㈱の株式を譲渡

したことにより、同社の主要設備は当社グループにおける主要な設備から除外されております。前連結会計年度末

における同社の主要な設備は以下の通りであります。

平成27年３月31日現在

事業所名 セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（千円）

工具、器具
及び備品

その他 合計

モバイル・コマース・ソ
リューション㈱

カードソリューション
事業

決済端末等 119,191 39,856 159,047

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品取

引業協会名
内容

普通株式 1,588,704 1,588,704
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は、

100株でありま

す。

計 1,588,704 1,588,704 － －

 
 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４日１日～

平成27年６月30日
－ 1,588,704 － 4,159,830 － 1,756,922

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  151,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,376,800 13,768 －

単元未満株式 普通株式   60,804 －
一単元（100株）未満の
株式

発行済株式総数 1,588,704 － －

総株主の議決権 － 13,768 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10株及び当社所有の自己株式55株が含

まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

セブンシーズホー

ルディングス㈱

東京都港区南青山

３－８－３７
151,100 － 151,100 9.51

計 － 151,100 － 151,100 9.51

（注）上記の他、当第１四半期会計期間において自己株式240株を取得しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仁智監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

セブンシーズホールディングス株式会社(E05443)

四半期報告書

 7/17



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,126,674 1,502,224

売掛金 436,629 390,571

買取債権 1,419,373 1,422,626

たな卸資産 644,345 586,464

未収入金 765,648 425,427

その他 99,455 85,172

貸倒引当金 △33,566 △25,427

流動資産合計 4,458,560 4,387,058

固定資産   

有形固定資産   

その他（純額） 168,462 9,414

有形固定資産合計 168,462 9,414

無形固定資産   

その他 40,437 2,939

無形固定資産合計 40,437 2,939

投資その他の資産   

破産更生債権等 336,159 338,787

その他 72,434 39,827

貸倒引当金 △355,418 △358,046

投資その他の資産合計 53,175 20,568

固定資産合計 262,075 32,922

繰延資産 636 -

資産合計 4,721,271 4,419,981
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 365,622 310,143

短期社債 184,160 -

短期借入金 281,600 303,997

返品調整引当金 43,150 25,120

訴訟損失引当金 200,000 200,000

その他 432,469 66,451

流動負債合計 1,507,002 905,713

固定負債   

退職給付に係る負債 20,501 5,310

その他 671 580

固定負債合計 21,173 5,890

負債合計 1,528,175 911,603

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,159,830 4,159,830

資本剰余金 1,756,922 1,756,922

利益剰余金 147,624 463,276

自己株式 △2,871,281 △2,871,652

株主資本合計 3,193,096 3,508,377

純資産合計 3,193,096 3,508,377

負債純資産合計 4,721,271 4,419,981
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 661,908 823,619

売上原価 487,671 618,566

売上総利益 174,236 205,053

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 62,988 69,679

その他 122,058 134,548

販売費及び一般管理費合計 185,046 204,227

営業利益又は営業損失（△） △10,810 825

営業外収益   

受取賃貸料 2,479 2,479

古紙売却益 943 796

その他 930 294

営業外収益合計 4,352 3,569

営業外費用   

支払利息 713 3,000

賃貸費用 2,365 2,365

その他 3,667 636

営業外費用合計 6,746 6,003

経常損失（△） △13,203 △1,607

特別利益   

関係会社株式売却益 - 329,777

特別利益合計 - 329,777

特別損失   

固定資産処分損 - 25

特別損失合計 - 25

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△13,203 328,144

法人税、住民税及び事業税 3,070 4,936

法人税等調整額 7,067 7,555

法人税等合計 10,137 12,491

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,341 315,652

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△23,341 315,652
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,341 315,652

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △34,866 -

その他の包括利益合計 △34,866 -

四半期包括利益 △58,208 315,652

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △58,208 315,652
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において、当社が保有するモバイル・コマース・ソリューション㈱の全株式の売却

により同社は子会社ではなくなったため、連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の利益及び当第１四半期連結会計期間末の資本剰余金に影響はありませ

ん。

 

（追加情報）

メディア＆マーケティング事業の一部の取引に係る収益及び費用は、総額で表示しておりましたが、契約内容を

変更したことに伴い、純額での表示に変更いたしました。この変更により従来の会計処理方法によった場合に比

べ当第１四半期累計期間の売上高が、191,002千円減少しておりますが、利益への影響はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 12,448千円 11,052千円

のれんの償却額 3,568 3,568

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　　配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　　配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
フィナンシャ

ルソリュー

ション事業

メディア＆

マーケティ

ング事業

カードソリュ

ーション事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 143,152 348,352 170,403 661,908 - 661,908

セグメント間の内部売上高又は振

替高
- - - - - -

計 143,152 348,352 170,403 661,908 - 661,908

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△11,620 5,725 30,820 24,925 △35,736 △10,810

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失の調整額△35,736千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
フィナンシャ

ルソリュー

ション事業

メディア＆

マーケティ

ング事業

カードソリュ

ーション事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 530,856 116,880 175,883 823,619 － 823,619

セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計 530,856 116,880 175,883 823,619 － 823,619

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
21,664 △22,779 36,119 35,004 △34,178 825

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失の調整額△34,178千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

（追加情報）

　メディア＆マーケティング事業の一部の取引に係る収益及び費用は、総額で表示しておりましたが、契約

内容を変更したことに伴い、純額での表示に変更いたしました。この変更により従来の会計処理方法に

よった場合に比べ当第１四半期累計期間の売上高が、191,002千円減少しておりますが、利益への影響は

ありません。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれん金額の重要な変動）

　モバイル・コマース・ソリューション株式会社の全株式を売却し連結範囲から除外した事に伴い、「カー

ドソリューション事業」セグメントにおいて、のれんが減少しております。なお、当該事象によるのれん減

少額は、当第１四半期累計期間において17,843千円であります。
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（企業結合等関係）

事業分離

子会社株式の売却

１．売却の概要

(1) 子会社及び売却先企業の名称

子会社：　　モバイル・コマース・ソリューション㈱

売却先企業：㈱モバコマ

(2) 売却した事業の内容

カードソリューション事業

(3) 売却を行った主な理由

中核事業であるフィナンシャルソリューション事業へ経営資源を集中させるため。

(4) 事業分離日（株式譲渡日）

平成27年６月18日

(5) 法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

連結子会社であるモバイル・コマース・ソリューション㈱の当社保有の全株式譲渡

２．実施した会社処理の概要

(1) 譲渡損益の金額 　　　　　 329,777 千円

(2) 売却した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 397,593 千円

固定資産 200,312  

資産合計 597,905  

流動負債 329,981  

固定負債 15,543  

負債合計 345,525  
 

(3) 会計処理

当該譲渡株式の連結上の帳簿価額と売却額との差額を「関係会社株式売却益」として特別利益に計上してお

ります。

３．分離した事業が含まれていた報告セグメント

　カードソリューション事業

４．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている売却した事業に係る損益の概算額

 累計期間  

売上高 175,883 千円

営業利益 36,119  
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期

純損失（△）金額
△16円23銭 219円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金

額又は親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）

△23,341 315,652

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額又は親会社株主に帰

属する四半期純損失金額（△）（千

円）

△23,341 315,652

普通株式の期中平均株式数（株） 1,438,360 1,437,382

　（注）　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四

半期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第１四半期連結累

計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

セブンシーズホールディングス株式会社(E05443)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月７日

セブンシーズホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

 

 仁 智 監 査 法 人 
 

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山　口　高　志 　㊞

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 福　薗　　　健 　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブンシーズ
ホールディングス株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平
成27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書
及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セブンシーズホールディングス株式会社及び連結子会社の平成27年６
月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ
る事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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